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   教育目標 
☆生き生きとした内川の子ども 
・進んで学び、よく考える子ども 
・思いやりのある、やさしい子ども 
・元気で、たくましい子ども TEL:46-2705   FAX:46-2107 

 今日で、７２日間（7/24に開催される緑の少年団県大会を授業日とするので他校より授業日が１日
多い）の第１学期が終了しました。新入生４名を迎え１８名でスタートした平成２５年度第１学期。
大きな事故・怪我もなく、無事この日を迎えることができたことをうれしく思っています。また、１
学期は多くの行事があり、保護者や地域の方々に支えられたことに感謝いたします。 
 明日から３７日間の夏休みになりますが、交通事故や水難事故等の事故防止に努め、８月２６日
（月）の第２学期始業式には、１８名全員の笑顔に出会えることを楽しみにしています。 

校  長  の  話 

一粒の米 

 １学期の授業が今日で終わります。始業式の時に話した、３つの「あ」に取り組むことができました
か？１つ目の「あ」は、安全の「あ」。２つ目の「あ」は、あいさつの「あ」。「あいさつ日本一」の
学校を目指し、「明るく」「いつでも」「先に」「続ける」あいさつを大事にして欲しい。３つ目の
「あ」は、遊びの「あ」でしたね。明日から長い夏休みが始まりますが、この３つの「あ」、「安全・
あいさつ・遊び」を大切に過ごして下さい。 
 また、「目指せ！３かん王」＝「関心」＋「感動」＋「感謝」はどうだったでしょうか。 
７２日間の１学期の中で一番の思い出は何ですか？「入学式」「１年生を迎える会」「鮎の放流」「運
動会」「修学旅行」「校外学習」「七夕集会」「滝川渓谷散策」、たくさんの行事がありましたね。１
つ１つの行事が思い出に残るのは、あなたたちが「関心」を持ち、「感動」し、「ありがとう」の「感
謝」の心を決して忘れていないからではないでしょうか。 
 
 明日から始まる「夏休み」は、普段学校でできないことが思いきりでき 
て楽しめる「夏の学校」だと思います。自分のやりたいことを思いきりで 
きる「夏の学校」をつくり、「もっとすてきなぼく」になるために、「も 
っとすてきなわたし」になるために、今日は、みなさんに「一粒の米」と 
いうお話をします。 
 
 一粒だけ米びつから米を取りました。減ったことがわかりますか？ 減ったとはわからないですよね。 
 逆に一粒入れました。増えたことがわかりますか？ 増えたかどうかはわからないですよね。 
 しかし、１ヶ月続けたらどうですか？夏休みの３７日間続けたらどうでしょう。１年、２年、３年続
けると誰が見てもはっきりと米が増えているのか、減っているのかがわかってくるんです。勉強も運動
も挨拶もちょボラも同じ。勉強で例えると、１日勉強したからすぐに頭がよくなるわけではないですね。
１日勉強を怠けたからおバカさんになるのでもないですね。しかし、夏休みの３７日間、半年、１年、
２年、３年と続けば、必ず変わってくるんです。毎日１０分でも２０分でも３０分でも、続けてみませ
んか。必ず変わっていきます。 
 運動も合唱も同じです。陸上大会や音楽祭に向けて、夏休みも学校に来て練習しますね。1本1本の
運動、１曲1曲の歌を、「一粒の米」で考えてみてください。 
 今、「わたしは、一粒米を入れているよ。」と言える練習にして欲しいと思っています。みんなで
「一粒の米」を入れ続けたら、すてきな合唱になるだろうし、陸上大会で自信を持つことができるので
はないでしょうか。 
 最後です。一番大事なこと。たった一つのいのちを大切にしてください。約束できますか？ 
 「もっとすてきなぼく」になるために、「もっとすてきなわたし」になるために、明日からの「夏の
学校３７日間」、いろいろなことに挑戦してよい夏休みにして下さい。 
 ８月２６日（月）、２学期の始業式、みんなそろって元気な顔で会えるよう楽しみにしています。 



みんなちがって みんないいで賞 

 ぼくが、いちがっきにがんばったことは、ふたつあります。   
 ひとつは、さんすうです。もうひとつは、プールです。 
 さんすうでは、たしざんやひきざんがすらすらできるように
なりました。はじめはてをつかっていたけど、だんだんやって
いるうちに、てやぶろっくをつかわないでできるようになりま
した。もんだいをいちばんはやく、とけるようになったとき、
うれしかったです。せんせいにまるをもらいました。 
 プールでは、ほうすとりをやったときに、たくさんとること
ができました。はじめは、とろうとしてもうかんでしまいまし
た。なんかいもやったら、もぐってとれるようになりました。
がんばったので３１ことれました。こんどはおよげるようにが
んばります。 
 なつやすみのめあてのひとつめは、 
しゅくだいをまいにちやることです。 
むずかしいもんだいもよくかんがえて 
やりたいです。ふたつめは、およぐれ 
んしゅうをすることです。スインピア 
にいって、けのびやくろうるをれんし 
ゅうして、じょうずになりたいです。たのしいなつやすみにし
たいです。               【菊○ ○太】 

 ぼくが、心にのこった１学期の思い出は、３つあ
ります。 
 １つ目は、うん動会です。中でも玉入れやリレー
が楽しかったです。○・×ゲームも楽しかったです。  
 ２つ目は、たき川けいこくしぜんさんさくです。
いろいろなたきや、いろいろな葉っぱを見れてよ
かったです。中でも、ごまのにおいがする葉っぱ
「クサギ」がすごかったです。 
 ３つ目は、体いくのプールです。ビートばんなし
でおよげてよかったです。２学期の水えい記ろく会
に向けて、いっぱい練習をしたいです。 
 次に、夏休みにがんばること 
です。ぼくは、おうちのお手つ 
だいや、おふろそうじや、せん 
たくたたみなど、いろいろなお 
手つだいをしたいです。ほかに 
も、お父さんのお手つだいやお 
母さんのお手つだい、おばあち 
ゃん、おじいちゃんのお手つだいをしたいと思って
います。            【蓮○ ○成】 

 私の１学期の反省は、３つあります。１つ目は、毎日ハンカチ、ティッシュを持ってきたことと、ツメを切って
きたことです。生活かんきょう委員が、金曜日、１週間ハンカチ、ティッシュを持ってきたか、ツメを切ってきた
かの放送をするので、毎回１００％を取りたかったからです。だから、ハンカチ、ティッシュを毎日忘れないで
持ってきました。２つ目は、委員会の放送です。私は、月・水・金の朝の放送と、月曜日のお昼の放送を担当しま
した。朝の放送は忘れなかったけど、お昼の放送は、げんこうを石井先生にわたすのを忘れてしまったので、みん
なでタイムスケジュールを書いて、この日は何をするというのを決めました。それからは、お昼の放送を忘れずに
できました。委員会の部長が「明るく放送しましょう」と放送でよびかけているので、これから 
も明るく放送したいです。３つ目は、登下校です。私は今年から、はん長になって、１年生３人 
と○とくんたちと歩いています。しかし、１年生が３人いるということをたまに忘れてしまって 
歩くスピードがいつもより速くなってしまうことがあります。なので、これからは注意して、ゆ 
っくりと歩きたいです。 
 夏休みの目標は２つあります。１つ目は、夏休みの宿題をなるべく早く終わらせることです。 
理由は、昨年は夏休みギリギリまで終わらなかったからです。２つ目は、お母さん達のお手伝い 
をすることです。理由は、はじめの方はお手伝いするけれど、後半はお手伝いをしないからです。この２つを守っ
て楽しい夏休みにしたいです。                                【茂○ ○美】 

○太 きらり、かがやいているで賞 ○良 おはなしがじょうずで賞 

○は もじがていねいで賞 ○音 日本一のあいさつで賞 

○太 すてきなコメンテーター賞 ○紀 たのもしいリーダーシップで賞 

○希 愛は地球を救うで賞 ○弥 きっちりぴかぴか大臣賞 

○成 ききほれるぜ！そのアナウンス賞 ○稀 光るぜ！その返事賞 

○斗 有言実行できたで賞 ○ すてきなジェントルマンで賞 

○海 熱く燃える応援団長賞 ○真 光り輝く応援団長賞 

○美 キラリ爽やか情報委員賞 ○美 大成功！ベストドラマー賞 

○紗 大活躍！子ども司書賞 ○紗 大金星！緑の少年団長賞 

「チーム内川１８名」、一人一人が自分のよさを発揮しよ 
うと日々「プラス１(ワン)」の心で頑張ってきました。そ 
の頑張りをたたえて、一人一人に賞状を授与しました。最初の○太さんが「ありがとう 
ございます。」と言って賞状を受け取りました。「ありがとうございます。」と言って 
受け取る児童の姿に感動しました。ご家庭でもお子様を褒めてあげてください。 
 子どもたちの賞状の「タイトル」を紹介します。 


